
 

 

 

 

おじちゃんとの共同制作「箱イス」完成！ 

ぞう組さん１０人は、担任坂口と副園長野村の指導のも

と、地域の木育ボランティアの皆さんたちと一緒に箱イス

づくりをしました。６回目の１７日（木）は、エゴマ油を

塗り込んで仕上げでした。 

おじちゃんと一緒にエゴマ油をしみこませた布で力を

こめて磨きながら、何を話しているのか？ボソボソボソボ

ソと会話の声があちこちから出ていて、なんとも和やかで

微笑ましい空間になっていました。私が見ているこの景色

は、下牧こども園だけのこの下牧地域だけの唯一無二の誇れる光景だ

としみじみ感じました。 

担任は子どもたちにこんな言葉を投げかけました。「お世話になった

おじちゃんたちは、みんなが住んでいる地元の方なんだよね。暑い中

何回も足を運んで来てくださったね。完成した箱イスは、自分だけで

つくったのではなくて、おじちゃんと一緒に作ったんだよね。大切に

使ってくださいね。そしてこの箱イスを見たらおじちゃんの優しいお

顔がおもい浮かぶといいかな。みんなでおじちゃんの名前を言ってお

礼を言いましょう。おじちゃんの顔をしっかり見て、そう、もっと見

て！○○さん、ありがとうございました。」 

担任の言葉にあったように、「箱イスを手にすると、おじちゃんの日

焼け顔が浮かぶ、優しいまなこが浮かぶ、笑い声が浮かぶ」それくら

いおじちゃんたちの真心を 6 回にわたる共同作業を通して身体で感じ

とれたことがこの箱イス作りの一番の収穫だったと思うと、感謝の念

に堪えません。 
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